
ク
ー
ポ
ン
法
に
よ
．
る
廣
告
効
果
の
泓
定

藺

小
、
林
　
太

三
　
郎

　
　
　
一
－
廣
昔
ク
ー
多
の
む
能

　
　
　
ニ
　
ク
ー
ポ
ソ
圃
牧
に
影
8
を
及
ぼ
す
要
因

　
　
　
　
θ
　
Ω
昌
ユ
o
●
箒
｝
ω
●
鼻
①
－
の
＾
排
陰

　
　
　
　
⇔
事
件
及
び
天
俸

　
　
　
　
⇔
季
箇
的
饅
化

　
　
　
　
日
ク
ー
ポ
ソ
の
位
口

　
　
　
三
　
、
－
囚
牧
ク
ー
ポ
ソ
の
＾
例
果
的
』
膣
‘
埋
法

　
　
　
四
　
ク
ー
ポ
ソ
画
牧
量
と
販
寅
高
と
の
闘
係

　
　
丘
　
ク
ー
ボ
ソ
回
牧
の
埼
痂
方
法

　
　
　
六
　
ク
ー
ボ
ソ
法
の
測
定
垣
値

　
口
告
勃
唄
測
定
の
一
方
法
た
る
ク
ー
ボ
ン
法
（
、
勺
。
。
一
冨
g
）
を
こ
こ
で
紹
介
し
そ
の
要
領
を
読
明
し
よ
う
と
意
口
す
る
も
の
で
は

な
く
、
ク
ー
ポ
ソ
法
に
讐
o
を
及
ぼ
す
、
。
巨
脅
塞
艮
（
或
い
は
2
邑
g
－
専
豊
2
負
）
、
專
件
及
ぴ
天
候
、
季
箇
的
製
化
、
．
蚊
髄
に
於

ガ
る
ク
ー
ポ
ソ
の
位
置
等
の
フ
ア
ク
ク
ー
計
量
化
の
問
題
“
。
ク
。
ー
ポ
ソ
法
で
測
定
し
た
訴
求
効
果
と
販
賞
商
の
堵
加
・
す
な
わ
ち
垣
漬
的

嚢
岩
醤
の
嚢
蒙
多
－
ポ
姜
の
雲
れ
奮
賛
蟹
ノ
そ
の
限
曇
秦
し
、
ク
■
婁
法
の
窒
渥
の
誘
に
つ

州



ω

と
め
る
と
共
に
そ
の
遇
程
に
7
メ
リ
カ
に
於
け
る
ク
ー
ポ
ソ
所
完
り
目
吠
を
雷
．
か
し
ょ
5
と
ヶ
る
ら
D
ε
b
合
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
ク
『
ボ
ソ
の
む
〃
距

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
ク
ー
表
ソ
＾
或
い
は
キ
凸
－
ポ
ソ
）
は
ク
ー
ポ
ソ
廣
一
昔
（
o
o
ε
弓
◎
口
■
o
く
亀
錺
●
口
寧
．
邑
く
月
簑
o
－
骨
胴
｛
旨
｝
o
o
o
弓
◎
目
）
の
－
厚
位
を
な

し
、
廣
音
勃
果
の
測
定
に
役
立
つ
。
瑚
ち
贋
皆
主
は
ク
ー
■
ボ
ソ
廣
昔
の
ク
ー
ボ
ソ
返
蓬
量
＾
回
牧
量
）
に
基
づ
き
そ
の
訴
求
勃
果
を
比
籔
、

む
一
訂
す
る
も
の
で
、
ク
ー
ポ
ソ
を
利
凋
し
て
の
一
贋
昔
効
果
の
測
定
方
法
一
を
ク
ー
ポ
ソ
法
と
呼
鰯
一
㌧
す
る
。
ク
ー
ポ
ソ
甘
法
は
－
目
o
邑
、
H
■
魯
“

の
一
方
法
で
蘭
前
、
爾
後
詞
査
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
我
が
園
に
於
て
は
少
籔
の
贋
歯
主
が
利
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
ナ
、
そ
の
．

費
料
も
劣
し
く
、
科
箏
的
研
究
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
殆
ど
見
酋
ら
な
い
。
催
り
て
－
」
れ
に
蘭
す
る
費
料
を
ア
メ
リ
ヵ
に
求
め
、
ク
ー

ポ
γ
研
究
に
課
せ
ら
れ
た
諸
問
題
の
偉
明
に
つ
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
“
ま
す
ク
ー
ポ
ソ
の
も
つ
特
有
牝
膿
甜
を
概
固
し
て
み
よ

う
o

　
H
　
ブ
リ
ソ
ト
さ
れ
た
セ
ー
一
ル
ス
マ
ソ

，
．
臼
客
蟹
象
が
鷹
買
詠
婁
を
も
つ
か
、
否
か
は
セ
ー
ル
ス
マ
．
ン
の
諸
経
峨
、
一
定
地
域
の
需
要
着
の
囲
心
の
程
度
及
ぴ
類
似
品
の
販
口
慣

向
｛
か
ら
撞
定
す
る
の
は
膚
め
て
危
陰
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
消
費
者
研
究
に
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
提
供
の
諸
賓
料
も
犬
い
に
利
用
さ
れ
得
よ
う

が
、
は
及
ぴ
活
舳
籟
口
に
限
度
を
も
つ
彼
等
が
藷
要
者
の
年
令
別
、
性
別
、
地
域
別
、
牧
入
后
別
、
販
責
期
間
別
箏
に
よ
る
藷
要
坦
を
蘭

杢
す
。
る
の
は
凡
そ
不
可
能
と
な
ろ
、
う
。
こ
こ
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
補
助
と
し
て
、
ク
ー
ポ
ソ
の
擾
能
が
考
む
さ
れ
る
。
即
ち
廣
音
主
は
ク

ー
ポ
ソ
廣
告
に
よ
り
噴
審
に
訴
求
を
奥
え
、
そ
の
反
臆
度
か
ら
彼
箏
の
需
要
の
程
産
を
部
分
的
で
は
あ
る
が
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

．
の
詰
果
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
の
活
団
を
能
率
的
に
さ
せ
る
。
ク
ー
ポ
ソ
廣
昔
の
回
牧
に
よ
り
、
セ
ー
ル
ス
マ
γ
は
ク
ー
ポ
ソ
返
邊
先
に
販
■
努

カ
を
集
中
し
、
無
計
竈
泳
販
口
方
法
を
さ
け
得
る
も
の
で
あ
る
。
汝
お
回
牧
ク
ー
ポ
ソ
に
基
づ
く
詰
果
の
分
析
、
艀
駕
に
際
し
て
の
科
箏
－



固

餉
態
度
に
固
”
し
て
は
後
で
述
ぺ
る
。

■
臼
　
箒
要
者
購
入
の
便
宜

　
憲
要
者
は
ク
ー
ボ
ン
廣
昔
中
の
ク
ー
ボ
ソ
を
切
抜
き
邊
附
或
い
は
持
参
す
れ
ば
商
品
見
本
、
カ
ク
ロ
グ
、
案
内
醤
、
小
冊
子
、
そ
の
他

箒
を
審
易
に
獲
得
で
き
る
淀
け
に
蟻
買
決
定
に
大
き
な
要
因
と
拡
ろ
う
。
先
日
の
マ
ツ
ダ
ラ
ソ
プ
の
僚
引
ク
ー
ボ
ゾ
は
販
賓
促
蓮
に
役
立
■

つ
の
み
な
ら
す
、
薦
入
者
に
便
宜
を
奥
え
滴
費
者
分
析
に
音
重
扱
一
責
料
牝
提
供
す
る
。

　
H
目
　
甫
胆
接
郵
…
送
廣
歯
キ
ャ
ソ
ペ
イ
ン
の
雷
一
料

　
廣
皆
主
は
缶
種
の
ク
ー
ポ
ン
廣
合
の
詰
果
を
年
令
別
、
性
別
、
地
域
別
、
噴
素
別
、
牧
入
別
、
改
甫
程
度
別
簿
に
分
類
し
、
需
要
者
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

9
の
俗
成
責
料
に
供
し
、
繭
後
の
郵
邊
廣
告
キ
ャ
ソ
ペ
イ
γ
に
利
用
す
る
。
殊
に
通
僑
販
實
制
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
世
重
な
も
．
の
と
な
ろ

う
o

　
■
　
廣
告
裁
果
測
定
の
一
手
段

　
ク
ー
ボ
ソ
の
主
要
な
邊
能
と
し
て
贋
昔
効
果
測
定
の
一
擾
能
が
■
げ
ら
れ
る
。
ク
ー
ボ
ソ
は
口
皆
効
果
の
繭
前
測
定
、
繭
後
測
定
に
用

い
ら
札
る
も
の
で
訴
求
カ
の
比
籔
評
口
に
最
も
利
用
さ
れ
る
。

　
一
岡
　
・
匝
嬰
の
帖
一
貫
の
研
究
に
－
｛
貧
料

　
ク
ー
ボ
ソ
肘
昔
机
の
ク
ー
ポ
ソ
圃
牧
量
、
固
牧
比
卒
（
冒
芭
｝
量
呂
◎
）
か
ら
贋
告
商
品
の
晶
質
、
億
段
、
包
装
、
配
給
雇
路
、
配
給
概

樽
、
サ
」
ヴ
4
ス
、
そ
の
他
等
に
閨
す
る
需
要
の
性
質
の
研
究
に
一
費
料
を
提
供
す
る
。
謡
宴
の
撞
質
の
研
究
に
は
滴
費
者
分
析
、
商
品

分
析
、
鷹
入
者
分
析
及
ぴ
取
引
先
分
析
等
が
合
く
ま
れ
る
。
ク
ー
ポ
ソ
廣
合
を
有
勧
的
に
利
用
す
れ
ば
プ
ラ
イ
ス
ラ
イ
ソ
の
決
定
に
は
■

コ
な
費
料
と
な
ろ
う
。
ま
た
ク
ー
ポ
ソ
固
牧
量
か
ら
口
合
繭
品
の
販
口
基
鐵
（
鰐
入
者
か
ら
す
れ
ぱ
謄
貫
基
貼
）
の
蚕
見
も
比
政
的
審
易

と
な
ろ
う
．

明3



．
㈹
滴
蕃
書
の
扇
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

　
ク
ー
ボ
ソ
を
切
抜
き
逢
附
す
れ
ぱ
講
求
物
を
柊
ら
れ
る
だ
け
に
清
コ
者
は
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
の
不
時
の
訪
問
に
悩
や
ま
さ
れ
る
二
と
な
く

、
欲
求
を
揃
す
こ
と
狐
可
能
で
あ
る
」
殊
に
技
師
、
憂
築
家
、
科
箏
者
の
如
き
導
門
蒙
に
と
り
ク
ー
ポ
ソ
は
好
都
合
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
帳

需
要
者
と
讐
も
請
求
家
第
に
所
定
の
も
の
が
獲
得
脚
來
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
啓
嚢
さ
れ
る
駄
は
大
き
い
。
ク
ー
ポ
γ
贋
昔
（
或
い
ぼ
ク
ー

ボ
ソ
附
口
合
）
が
利
周
さ
れ
て
い
㌃
莫
・
米
に
於
て
は
、
ク
ー
兼
ン
の
こ
の
糧
能
は
顕
著
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
胆
記
置
効
果

　
ク
ー
ボ
ソ
、
の
使
周
を
通
じ
、
利
用
者
は
廣
昔
商
品
名
、
ウ
肚
名
及
ぴ
訴
求
顯
の
印
象
を
商
め
る
。
捉
つ
て
臼
皆
主
ば
ク
ー
ボ
ン
廣
昔
を

口
台
の
閑
掲
期
及
ぴ
滋
箏
閉
に
巧
く
み
に
利
用
す
．
べ
き
で
あ
る
。
我
が
口
に
於
て
化
粧
品
販
口
の
マ
ツ
ク
ス
フ
7
ク
ク
ー
が
断
界
で
着
名

に
放
つ
て
き
た
の
も
ク
ー
ボ
γ
の
二
の
邊
能
が
あ
づ
か
つ
て
犬
で
あ
る
。

　
．
㈹
　
蝶
嗣
の
邊
定
と
煤
魎
反
慮
カ
の
推
定

　
ア
メ
リ
カ
で
は
竈
行
都
ほ
を
明
碇
に
釦
る
た
め
に
A
・
B
・
C
（
ト
邑
ぎ
寒
冒
彗
9
0
守
ε
－
呈
－
◎
目
）
が
カ
る
が
、
我
が
口
に
於
て
．
は

着
”
及
ぴ
讐
誌
の
嚢
行
都
は
は
筍
秘
に
附
せ
ら
れ
、
嚢
行
倉
肚
の
自
湾
都
籔
に
讐
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
朕
で
あ
る
。
推
つ
て
今
後
の
研
究

に
ま
つ
ク
ー
ポ
ソ
回
牧
量
と
回
牧
坦
に
形
讐
を
及
ぼ
す
諸
7
7
グ
ク
ー
の
計
量
化
と
の
閉
係
か
ら
暫
定
的
で
は
あ
る
が
蜜
行
物
の
反
噸
カ

を
釘
定
し
得
よ
う
。
勿
諭
不
充
分
の
誹
り
は
重
れ
な
い
が
他
の
詰
費
料
と
と
も
に
こ
の
請
果
を
桧
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
反
噸

度
に
ψ
担
L
賞
皆
主
は
贋
告
蝶
嗣
を
選
定
し
得
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
皿
w
　
ハ
昧
o
囮
の
威
光
（
、
H
⑭
g
－
困
o
）
　
の
測
定

　
贋
合
の
訴
求
劾
果
が
大
き
い
と
い
ヶ
の
は
そ
の
反
昔
に
蝶
糧
の
も
つ
威
信
、
威
北
、
カ
威
が
附
加
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
有
名
薪
凹
、

蟹
誌
等
に
反
慮
を
示
す
の
は
詞
者
が
そ
の
媒
嗣
に
威
傭
を
感
す
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
ク
ー
ポ
ソ
の
固
牧
量
は
廣
昔
喋
帽
に
附
奥
さ
れ



町

て
い
る
威
信
の
程
度
を
物
語
る
。
な
お
ク
ー
ボ
ソ
刀
回
牧
量
に
及
ぼ
す
諸
フ
ア
ク
ク
ー
と
の
閲
係
も
充
分
考
慮
さ
れ
泳
け
れ
ぱ
批
ら
な
い

の
は
言
う
迄
も
な
い
．
o
・

瓦
に
二
、
三
婁
聾
澤
免
よ
嘉
審
一
此
の
嚢
葦
に
量
荒
る
ピ
告
の
轟
農
能
と
し
て
は

θ
販
責
促
進

　
⇔
　
商
回
叩
地
刷
‘
耐
要
の
創
凸
旭
，

　
目
　
新
商
晶
の
商
品
化

　
目
　
取
扱
業
者
の
む
得
及
ぴ
そ
の
援
助
．

　
一
岡
　
配
一
給
蟹
既
の
2
一
更

　
㈹
　
品
質
保
誼
の
軸
聾

　
脾
　
季
箇
的
2
藺
、
＾
o
而
要
量
）
　
の
排
除

　
㈹
　
螂
品
日
俗
の
低
口
仏

　
帥
　
暮
素
量
讐
の
竈
犬

㈹
パ
子
ゾ
」
ク
．
巴
1
・
シ
ニ
ズ

　
㈲
　
生
活
水
準
の
上
昇

臥
Q
能
と
し
て
は

　
u
U
　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
・
の
麦
川
恢

　
θ
　
セ
ー
ル
ス
マ
！
及
ぴ
0
係
着
の
啓
震

　
目
　
蟹
讐
着
に
肚
含
的
」
蟹
＾
的
■
任
を
酎
奥
・

蜥



u
－

　
○
　
工
場
身
務
者
に
口
合
蘭
品
の
生
産
々
通
じ
、
誇
示
と
責
任
を
も
つ
心
理
的
通
有
性
の
附
加

　
㈲
　
£
秀
推
業
員
の
採
用
、
そ
の
他
に
寄
奥

等
が
考
え
ら
れ
る
o

焔

ニ
　
ク
ー
ボ
ソ
回
牧
に
影
濤
を
及
ぽ
す
諸
基
困

　
H
寛
集
狂
の
擁
除

■
贋
告
韮
は
ク
ー
ポ
ソ
と
引
換
え
に
そ
の
講
求
物
を
有
彼
叉
は
無
償
で
交
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
塵
理
に
可
域
り
の
廣
皆

費
を
計
上
す
る
o
穴
費
箇
饒
の
た
め
に
こ
こ
に
ク
ー
ボ
ソ
蒐
集
狂
の
毒
除
が
間
題
と
な
る
。
蒐
錐
狂
の
こ
と
を
2
；
暑
暮
昆
或
い
は

ε
ユ
9
－
専
店
2
亀
と
呼
駕
し
て
い
る
が
、
こ
の
揖
除
の
た
め
ク
ー
ボ
ソ
中
に
見
本
或
い
は
畿
明
杳
を
邊
る
こ
と
を
細
載
ぜ
す
、
コ
ピ
ー

の
中
に
そ
の
旨
を
訴
求
し
滅
功
し
た
一
例
が
あ
る
。
ま
た
私
黎
或
い
は
會
製
葉
醤
等
で
の
講
求
に
は
圃
客
を
垣
縄
し
て
そ
の
排
除
に
務
め

た
廣
昔
主
も
あ
る
。
更
に
ク
ー
．
ボ
ソ
講
求
物
め
途
料
は
讃
者
負
拓
と
い
う
の
も
そ
の
一
法
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
ク
ー
ポ
ソ
廣
告
の
ク
ー
ボ
ソ
勤
果
の
良
否
は
前
遠
の
寛
築
狂
の
誹
除
に
か
か
つ
て
い
る
と
言
つ
て
も
過
冒
で
な
い
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、

廣
合
主
は
ク
ー
ボ
ソ
贋
昔
の
康
、
回
答
勢
象
、
回
客
基
準
の
設
定
が
緊
要
と
な
る
。
推
つ
て
ク
ー
ボ
ソ
細
入
事
項
に
年
令
別
、
性
別
、
贋

告
繭
品
或
い
は
類
似
品
使
用
の
有
無
等
を
含
ま
し
め
る
の
も
一
策
で
あ
ろ
う
。
・

　
口
昔
主
は
回
牧
ク
ー
ボ
ソ
．
を
適
じ
、
で
き
得
る
限
り
、
返
違
着
の
年
令
、
園
蟻
、
職
糞
、
電
諾
番
鏡
、
屠
性
年
隈
、
氏
名
（
法
人
組
般

で
あ
れ
ぼ
肚
名
）
箒
々
熱
鈎
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
尤
も
一
回
隈
り
の
ク
ー
ボ
ソ
法
で
は
右
の
諾
項
圓
を
諸
蛮
す
る
の
ば
不
可
能
で

あ
る
淀
け
に
、
籔
国
の
ク
ー
ボ
ソ
詞
壷
が
要
講
さ
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
。
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
ガ
ソ
ド
㌦
ラ
ツ
チ
・
E
・
丁
氏
は
「
吏
禁
狂
の
籔
を
的
五
〇
完
知
饒
す
る
の
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
返
つ
て
臓
客
の
三
〇
■
を
饒



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甘
＾
1
）
　
　
　
　
．
　
　
　
　
1

　
　
」
少
せ
し
め
る
緒
果
と
拡
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
顯
で
あ
る
。
更
に
A
・
L
・
プ
レ
ィ
ク
ス
リ
ー
氏
ぼ
吹
の
如
く
見
解
を
被

　
・
邊
し
て
い
る
。
「
寛
集
狂
の
カ
ク
ロ
グ
講
求
は
善
淀
僅
小
で
あ
る
。
カ
ク
ロ
グ
諦
求
者
は
一
．
四
〇
、
O
O
O
人
で
あ
つ
た
。
…
…
中
略
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
維
（
2
）

　
　
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
が
缶
戸
を
訪
間
調
杢
の
精
果
「
好
奇
心
か
ら
笹
い
た
も
の
は
、
憧
か
約
五
完
で
あ
つ
た
」
。
從
つ
て
ク
ー
ポ
ソ
廣
皆
の
場

　
　
合
は
レ
イ
ア
ウ
ト
や
コ
ビ
ー
が
良
い
、
即
ち
訴
求
カ
が
あ
る
と
い
う
淀
け
で
そ
の
良
否
を
制
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
ク
ー
ボ
ソ
廣
昔

　
　
ぼ
訴
求
カ
の
比
政
評
日
と
共
に
い
か
に
寛
集
狂
カ
携
除
す
る
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ク
ー
ボ
ソ
廣
昔
は
一
般
廣
告
と
異
り
、
．
廣
昔
主
の
制
断
に
基
づ
い
た
一
定
の
需
要
者
を
謝
象
に
し
た
方
が
よ
り
劫
果
的
で
あ
り
、
H
・

　
　
W
・
ヘ
ブ
ナ
ー
氏
も
殊
に
こ
の
藪
を
強
詞
し
て
い
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
誰
（
1
）
　
O
E
目
2
凹
9
固
・
↓
；
Ω
o
o
葛
日
o
㎜
百
o
O
亀
－
8
…
｛
ω
＄
斤
雪
9
勺
ユ
算
⑭
a
．
5
ぎ
竃
o
㌣
o
o
，
－
8
ρ

　
　
　
巽
2
）
き
暮
ふ
国
・
ら
・
ρ
宍
。
星
旨
・
童
茎
昌
5
墓
軍
。
暮
。
墨
邑
婁
ζ
；
書
き
冨
・
．
．
睾
§
1
§
ぎ
軍
ヌ
ξ

　
　
　
　
　
　
峯
蔓
p
旨
■
5
｝
昌
一
量
o
9
臼
オ
ー
鉋
彗
国
8
汗
Ω
◎
ヨ
冒
ξ
一
冒
P
2
§
｝
9
ξ
μ
Φ
8
一

　
　
　
⇔
事
件
、
天
候
が
ク
ー
ボ
ソ
に
及
ぼ
す
影
讐

　
　
　
一
こ
の
研
究
に
よ
ぐ
7
ア
ク
ト
と
し
て
例
示
さ
れ
る
の
が
リ
ン
ヂ
バ
ー
グ
事
件
（
弓
ざ
冒
邑
ざ
轟
す
8
8
）
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
三

　
　
月
一
日
の
こ
の
專
件
を
栽
聞
は
一
齊
に
笹
き
た
て
、
讃
者
は
こ
の
ニ
ユ
ー
ス
に
花
を
喚
か
せ
、
世
間
の
話
題
は
す
ぺ
て
こ
こ
に
集
中
し
た
。

　
　
－
．
－
の
緒
果
が
廣
昔
に
い
か
に
影
讐
し
た
で
あ
ろ
う
か
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
　
　
シ
ュ
ワ
ツ
プ
．
ヴ
イ
ク
ク
ー
・
O
氏
の
研
究
に
よ
れ
ぱ
廣
昔
摘
載
の
日
蒔
は
異
な
る
も
、
文
案
、
新
聞
、
ス
ペ
ー
ス
及
ぴ
位
置
等
が
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牲
＾
1
）

　
　
口
告
を
二
回
掲
載
し
た
こ
と
に
よ
り
改
の
詰
果
を
得
た
o

8
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
贋
合
拐
籔
日
　
　
　
　
　
回
答
籔

州



o

二
九
三
＝
年
二
月
七
日
…
：
一
・
…
パ
…
・
五
五
四

．
一
九
三
二
年
三
月
二
十
七
日
…
…
：
・
二
八
O

　
、擢
づ
て
三
月
の
も
の
は
前
月
よ
り
的
五
〇
％
の
低
下
を
示
し
た
。

差
萎
月
刊
萎
の
塾
口
一

　
　
　
廣
昔
掲
載
日
　
　
　
　
　
　
　
回
客
籔

．
一
．
九
三
二
年
二
月
中
・
ガ
…
…
…
…
…
一
二
ニ
ニ

　
一
九
三
二
年
三
月
申
…
…
…
：
…
・
…
一
九
五

と
な
つ
て
い
る
。
更
に
週
刊
讐
報
雑
誌
に
も

　
　
　
廣
沓
褐
載
日
、
　
　
　
　
　
　
回
答
籔

　
一
九
三
二
年
二
月
十
三
日
…
・
一
：
・
…
二
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
一
九
三
二
年
三
月
二
十
六
日
：
：
…
…
：
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
（
3
）

と
の
報
皆
も
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
如
く
三
月
の
固
答
藪
が
激
減
し
て
い
る
の
は
こ
の
事
件
が
基
因
し
て
い
る
事
貸
を
物
謡
る
も
の
で

あ
る
。
な
蛙
當
時
の
四
犬
雑
誌
の
回
答
籔
を
検
討
し
て
み
で
も
、
一
九
三
二
年
二
月
よ
り
三
月
は
卒
均
し
て
拘
三
〇
〆
の
減
少
方
を
見
閑
す

　
　
　
．
五
＾
4
）

も
の
で
あ
る
1
上
迦
め
如
く
專
件
の
嚢
生
と
回
答
は
と
は
注
同
す
べ
き
關
係
が
あ
る
も
．
の
で
廣
昔
主
の
特
に
留
意
す
べ
き
貼
で
あ
ろ
う
。

識
が
圓
で
も
朝
障
動
勉
、
．
日
航
畿
事
件
、
衆
議
院
議
員
紬
饗
撃
、
政
鴛
の
紛
箏
讐
が
肚
倉
の
謡
題
に
な
つ
て
い
る
場
合
に
は
前
例
と
同
じ

こ
と
が
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
o

．
上
迦
の
研
究
を
行
つ
た
シ
ュ
γ
ツ
プ
氏
依
天
候
と
回
答
籔
と
の
闘
係
を
十
一
年
－
間
の
貴
重
泳
賓
料
に
基
づ
き
分
析
し
興
味
深
い
報
昔
を

　
　
　
離
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

行
つ
て
い
る
。
同
じ
廣
昔
、
ス
ペ
ー
ス
、
薪
聞
（
一
；
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
イ
・
サ
ソ
デ
イ
ニ
；
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
）
を
條
件
と
し
て
の
回
答
籔
は

蜘



　
雨
天
が
晴
天
よ
り
一
九
％
の
塙
加
を
齋
た
ら
し
衣
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
出
灰
昔
掘
一
籔
時
の
士
く
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
円
徒
竹
は

　
　
　
雨
天
の
町
　
　
　
　
　
　
廿
四
三

　
　
　
暗
天
の
日
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
二

　
　
侭
し
雨
天
、
晴
天
別
の
み
で
他
の
諸
條
件
が
同
一
で
あ
れ
ぱ
間
題
は
拡
い
が
、
時
と
共
に
獲
る
謡
濟
的
、
肘
膏
的
諸
條
件
も
考
慮
し
、

　
こ
の
問
題
を
分
析
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
藷
フ
ア
ク
ク
ー
聞
の
諸
閲
係
の
分
析
こ
そ
、
■
繭
後
の
廣
昔
研
究
に
慶
さ
れ
た
重
大
な
繰
・

．
題
で
あ
る
。
．

駝
（
1
）

離
（
2
）

醜
＾
3
）

誰
（
4
）

哩
＾
5
）

ω
o
デ
｛
臼
耳
＜
苛
δ
｝

－
♪
－
o
ω
⑭
．

旨
鼻
冒
事

宇
事

5
竃
一

9
↓
ざ
ミ
o
”
一
旨
o
，
β
目
o

◎
“
サ
o
｝
冒
〇
一
〇
－
■

§
g
冒
0
9
兇
ε
邑
雪
字
o
目

＞
曾
、
倶
昌
●
5
9
｝
－
旨
ε
8
　
H
目
汀
一
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牧
と
季
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＼
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山
．

■1｝

｝
†

工
‘

“
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1

、
‘

’
‘
■

＾
‘

＾
，

■
口

＾
4

＾
，

一
，

’■■

’‘●

．
〃

’■■

午

．二

“

　
“
＾
■
口
“
）

■

　
回
牧
量
と
季
節
的
壌
化
を
研
究
す
る
賓
料
は
我
が
国
に
は
殆
ど
見
営
ら
な
い

の
で
こ
れ
を
ア
メ
”
力
に
求
め
る
と
元
Ω
◎
艮
◎
目
ー
く
固
虜
H
旨
6
o
◎
昌
弓
日
目
吋

の
ス
ア
ル
ク
氏
の
研
究
と
慶
昔
研
究
家
ダ
一
；
ル
・
ス
ク
ー
チ
博
士
の
興
味
深

い
研
究
と
が
第
一
に
皐
げ
ら
れ
よ
う
。
前
者
の
研
究
は
こ
の
禽
肚
の
十
四
年
間

に
亘
る
回
牧
率
の
記
録
て
あ
り
、
こ
れ
に
よ
み
と
回
牧
率
は
一
月
が
最
上
で
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肚
（
1
）

月
、
六
月
が
最
も
下
国
つ
て
い
る
（
銘
一
表
参
照
）
。

　
ま
た
ス
グ
ー
チ
博
士
ば
二
、
五
〇
〇
の
雑
誌
及
ぴ
新
凹
贋
皆
か
ら
の
回
牧
旦

を
月
別
に
皇
理
、
分
析
し
第
一
表
の
如
を
諸
果
を
得
た
。
（
こ
れ
は
彼
が
ご
、
五

〇
〇
の
薪
卿
及
び
握
誌
贋
音
か
ら
得
た
三
、
九
九
八
、
二
四
五
の
回
牧
量
に
塞
づ

き
作
城
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
彼
は
休
日
の
多
い
十
二
月
は
回
牧
坦
が
最
低
で
二

月
が
最
商
で
あ
る
と
詮
明
を
加
え
て
い
る
0
■
な
お
瓦
期
は
比
籔
的
廣
昔
を
讃
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
（
2
）

な
い
の
で
、
自
恋
こ
の
回
牧
卒
も
低
率
を
示
す
と
述
ぺ
て
い
る
。
　
　
　
　
、

切
・

　
頁
に
訴
求
効
果
に
も
田
係
を
も
つ
こ
の
回
牧
を
前
迦
の
o
σ
邑
…
甲
く
ε
畠
目
o
◎
圓
雷
目
、
の
フ
ア
ル
ク
氏
の
場
合
に
よ
れ
ぱ
、
。
六
月

は
O
、
六
五
、
一
月
一
、
八
四
、
、
九
月
世
O
、
九
五
の
蟹
化
と
泌
つ
て
い
る
。
屋
涼
専
置
、
肚
含
“
傍
を
異
に
す
る
我
が
圓
に
於
け
る
回
牧

卒
と
し
て
ば
直
ち
に
利
用
し
讐
い
が
、
相
営
参
考
に
は
な
ろ
う
。
因
み
に
回
牧
ク
ー
ポ
ソ
の
聾
理
表
と
し
て
は
・
そ
の
一
例
と
し
て
次
の

も
の
が
考
え
＾
り
れ
る
2
馳
二
麦
参
照
）
。
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雛
一
3
｝

　
ま
た
回
牧
量
を
週
別
に
考
察
す
る
と
い
か
な
る
簑
化
が
あ
ろ
う
か
。
、
こ
の
研
筑
に
ス
ク
ー
チ
博
士
は
家
の
如
く
読
明
す
る
。

3
胴
）
。

（
銘
二
衰

捌
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営
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畔
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漂
叫
か

　
　
「
こ
の
詰
果
は
蒙
庭
の
週
別
滴
讐
債
習
を
物
語
る
も
の
で
、
月
の
第
一
週
目
は
牧
入
が
あ
り
、
量
後
の
週
に
は
來
月
へ
の
瑚
待
が
示
さ

帖
て
い
る
」
　
（
二
の
報
告
は
ス
ク
ー
チ
博
士
が
週
刊
雑
窪
中
五
〇
一
の
贋
昔
か
ら
得
た
圃
牧
i
四
二
、
七
三
七
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
●

　
か
く
し
て
反
告
主
は
媒
帽
別
贋
告
の
ク
■
ボ
ン
回
牧
量
を
比
峻
、
捻
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
別
、
週
別
ク
ー
ボ
γ
固
牧
量
の
指
は
表

を
作
成
す
れ
ぱ
、
繭
後
の
ク
パ
ボ
ソ
慶
昔
に
撞
め
て
便
宜
を
奥
え
名
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
れ
を
目
9
庁
邑
9
8
繧
8
s
旨
と
鶴
し
、
ア

メ
リ
カ
で
は
■
一
銀
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
剰
用
し
て
贋
昔
主
は
圃
牧
ク
ー
ボ
ジ
の
開
係
率
（
3
旨
弐
き
雷
蟹
畠
“
蟹
⑭
）
を
如
り

蘭
後
の
回
牧
ク
ー
ボ
ソ
の
量
を
豫
測
す
る
と
共
に
家
の
ク
ー
ポ
ン
贋
昔
の
時
期
を
制
断
し
得
よ
う
。
あ
る
ク
ー
ポ
ソ
廣
皆
が
掲
載
後
一
週

．
間
で
七
〇
〇
の
ク
ー
ボ
ソ
を
回
牧
し
た
場
合
、
廣
告
主
は
こ
の
表
に
工
り
繭
後
の
回
牧
ク
ー
ポ
ソ
想
測
量
を
算
定
し
、
二
週
目
、
一
ナ
月

目
と
豫
葱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
從
つ
て
弐
回
の
ク
i
ポ
ソ
廣
皆
を
何
日
に
す
る
か
と
い
う
廣
皆
計
註
の
間
魑
は
そ
の
基
準
に
基
づ
い
て
。

俣
決
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詮
（
4
）

　
7
下
ヴ
7
ー
ダ
イ
ジ
ソ
グ
・
ヱ
イ
ジ
誌
中
の
「
遜
信
販
費
廣
皆
の
鐘
十
四
方
法
」
（
定
司
ε
博
ざ
肉
⑭
H
■
峯
色
－
1
0
邑
弩
＞
四
く
薯
9
葛
1



8
實
“
）
註
に
よ
れ
ぱ
ク
ー
ポ
ソ
回
牧
螂
量
の
的
亙
O
〆
は
四
週
閥
以
内
で
あ
り
、
ク
ー
ポ
ソ
回
牧
に
要
す
る
蜴
間
は
約
六
ケ
月
、
以
陣
は

・
亨
ポ
ン
腰
婁
の
麦
差
つ
て
」
い
る
。
こ
雲
萎
別
、
謁
別
に
姦
し
口
奮
す
る
美
の
如
く
で
奮
一
謡
乳
薫
一
・

螂

箏四ま
通儘蕨口日告のク■ポソ回収率イ麦

r
一
9
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

丁
。
募
・
。
冗
婁
姜
m
簑
・
。
・
。
ぷ
婁
・
。
・
。
婁
ζ
竃
m
・
。
鶉
朽
婁
婁
享

丁
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一

一
回
u

甲
・
・
㏄
・
…
簑
・
…
㎜
π
・
・
8
・
簑
簑
9
・
肥
6
・
蘭
9
・
姜
竃
m
簑
6
・
簑
9
・
簑
9
・
6
・
一

一日
3
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
％
〃
田
ゐ
ω
冗
距
5
0
硫
凹
5
0
ω
m
η
筍
脆
蘭
蘭
蘭
ω
伍
8
0
8
0
2
0
8
8
6
0
“
6
0
」
佑
距
4
5
術
6
6
4
0
7
0
拓
2
0
一

初

一
ド
丁
一
l
I
l
I
l
一
ド
ー
L
1
一

マ
　
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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㏄

爵
奮
爵
し
…
の
イ
多
固
岩
の
轟
は
奮
釦
く
葦
。
望
竺
二
言
ク
一
ン
奮
亨
多
暮
春
い
、
一

ヶ
月
雀
四
〇
〇
の
ク
ー
．
ポ
ソ
の
回
牧
を
得
た
場
含
、
こ
の
表
に
よ
れ
ぱ
六
十
日
目
に
は
的
六
〇
〇
に
珊
カ
す
る
ご
と
に
な
る
。

　
ク
ー
ポ
ツ
固
牧
旦
の
恐
測
は
掲
籔
し
た
廣
昔
の
薪
一
聞
、
竈
甜
琴
の
媒
山
国
別
に
よ
り
、
ま
た
地
｛
力
廣
皆
か
金
ロ
ロ
昔
か
の
箇
鼠
別
等
・
に
よ
．

り
相
違
す
る
。
こ
の
事
晴
を
贋
昔
主
は
熟
鋼
し
、
遡
去
の
肯
重
な
逗
堕
と
現
在
の
一
后
の
科
鼻
的
分
析
と
に
よ
り
、
よ
り
正
竈
．
な
預
測
に

饒
め
な
け
れ
ぱ
滋
ら
な
い
o

□
■
■
■
■
■
7
ド
κ
1
’
4
『
三
・
4
■
言
・
‘
！
・
萎
■
ξ
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昂
口
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青
礼
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号
皇
－
葵
言
“
y
日
皿
○
事
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岬

η
H
H
u
7
『
．
＾
1
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ご
皇
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三
少
6
ニ
ロ
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斗
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し
か
。
ら
ぱ
新
聞
廣
沓
の
ク
ー
ボ
ン
阿
牧
遮
は
ど
う
で
あ
み
う
か
。
旺
・
W
・
ヘ
プ
ナ
。
1
の
雛
に
よ
れ
ぱ
こ
れ
は
非
常
に
迅
速
で
護
行
後
一

週
間
以
内
で
ク
ー
ボ
ソ
の
圃
牧
量
は
総
量
の
八
O
％
に
．
至
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
ブ
ア
ク
タ
ー
を
岬
捻
討
す
る
た
め
、
一
定
廣
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舘
（
5
）

の
ク
ー
ボ
ン
圃
牧
最
を
調
壷
、
分
析
し
た
隷
果
約
五
％
の
誤
藷
も
虹
か
つ
た
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
難
誌
は
月
刊
と
週
刊
に
凡
そ
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
め
種
類
別
に
よ
る
ク
ー
ー
ポ
ソ
廣
昔
の
ク
ー
ボ
ン
固
牧
故
の
和
遮
は
い
か
な
も
の
で
あ
．

ろ
う
か
。
一
九
三
二
年
㎜
一
月
二
十
九
圓
鏡
の
ア
ド
ヴ
ァ
ー
タ
ィ
ジ
ン
グ
・
ア
ソ
ド
・
セ
リ
ン
グ
誌
に
は
月
刊
雑
誌
は
廣
昔
後
約
一
ヶ
月
で
総

量
の
五
〇
％
を
、
週
刊
雑
誌
で
は
六
日
圓
か
ら
二
週
間
目
ま
で
の
間
で
約
四
〇
1
七
〇
％
を
裕
る
も
の
と
識
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

を
前
述
の
一
九
四
五
年
一
月
十
九
周
號
、
ア
ー
ド
ヴ
ア
ク
小
ジ
γ
グ
・
エ
イ
ジ
誌
「
遡
偏
販
喪
廣
昔
の
鍵
十
四
方
法
」
に
蟹
表
省
れ
て
い
る
も

の
を
一
定
の
雑
誌
（
麹
刊
・
月
刊
）
別
に
比
較
す
る
と
最
近
の
．
傾
向
と
し
て
月
刊
、
週
刊
別
ク
ー
ポ
ン
廣
皆
の
ク
i
ボ
ン
阿
牧
の
傾
向
は
や

や
邊
延
的
で
あ
る
の
セ
は
あ
る
ま
い
か
（
第
五
表
参
照
）
。
然
し
概
し
て
言
え
ぱ
、
雑
誌
廣
皆
の
ク
ー
ボ
ソ
は
廣
背
後
“
洞
一
ケ
月
で
そ
の
回

牧
紬
量
の
約
牛
籔
を
雄
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
■

卯

維
（
1
）
ρ
宰
留
邑
昌
o
．
．
〉
筆
賢
ζ
昌
－
皇
8
貝
豊
o
胃
婁
一
§
．
．
p
8
9
岩
＄
・
及
ぴ
ω
雪
争
爵
〇
一
具
．
、
ぎ
葦
喜
旨
9
9
8
ε

　
　
　
8
旨
o
邑
ユ
8
一
．
．
何
一
ら
お
8
よ
リ
作
威

錐
（
2
）
ω
雪
鼻
忌
邑
具
号
竃
・

雄
＾
3
）
ω
雪
身
U
竃
軍
号
巨
司
．
茅
ε
8
，

笑
4
）
姜
｛
葦
ζ
ξ
吉
9
多
｛
・
鼻
旨
含
P
買

瞳
（
5
）
邊
o
目
、
4
凹
寿
胃
呂
畠
ヨ
s
．
．
嚢
｛
8
昌
き
〉
雪
o
呂
巨
目
日
、
．
．
o
・
s
“
岩
お
・

■
　
　
ク
ー
ボ
ソ
の
位
一
置

先
寸
第
一
に
口
告
の
位
竈
が
楡
討
さ
れ
よ
う
。
ペ
ソ
，
C
．
ダ
ツ
フ
イ
氏
且
「
印
刷
さ
れ
る
口
音
の
威
否
～
左
右
す
る
婁
素
の
一
つ
に
ψ

5蛎



　
　
置
の
問
題
　
　
真
帽
的
に
蝶
胴
の
ど
の
場
廓
を
選
ぷ
か
と
い
う
こ
と
1
が
あ
る
。
…
…
こ
の
位
置
邊
定
の
間
題
は
蟹
品
に
よ
つ
て
も
彫

螂
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
－

　
　
讐
を
受
げ
る
腫
章
の
廣
皆
主
は
新
聞
の
邊
動
記
事
の
載
つ
て
い
る
頁
を
よ
く
使
い
た
が
る
し
食
糧
晶
の
廣
脊
主
ば
蠕
人
の
頁
を
好
む
も
め

　
　
で
あ
る
。
地
方
滋
偏
賊
賛
を
行
う
廣
昔
主
は
表
紙
を
使
い
た
が
ら
な
い
。
そ
れ
は
多
ぐ
の
讃
者
は
ク
ー
ボ
ソ
を
切
り
抜
く
た
め
に
談
紙
を

　
　
い
た
め
る
こ
と
を
避
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
羅
誌
の
中
で
最
も
要
望
の
多
い
位
置
は
、
表
紙
の
四
、
表
紙
の
一
．
一
、
表
紙
の
三
、
毘
開
き

　
■
（
表
穀
の
二
の
謝
抗
布
頁
、
及
ぴ
表
紙
の
三
、
劃
抗
左
頁
－
左
と
じ
の
場
合
）
、
讃
物
の
後
に
く
る
最
初
の
左
頁
（
キ
ヤ
ン
ベ
ル
・
ソ
ー
プ
の

　
　
位
置
）
、
」
本
攻
の
始
ま
る
頁
の
謝
抗
頁
、
目
爽
の
謝
抗
頁
、
廣
昔
目
衣
σ
鐵
抗
頁
、
雑
誌
の
中
部
の
廣
い
廣
皆
頁
で
あ
る
」
と
遼
ぺ
て
い

　
　
誰
＾
1
）

　
　
る
。
彼
は
表
穀
の
二
、
表
紙
二
の
醤
抗
頁
、
目
衣
と
同
頁
の
牛
頁
、
目
衣
勢
抗
右
令
頁
、
本
文
前
付
左
頁
、
キ
ヤ
ン
ベ
ル
・
ソ
ー
ブ
位
鐙
、

　
　
表
紙
の
三
、
表
紙
の
四
等
の
廣
昔
誠
者
一
、
O
O
O
人
に
謝
す
る
卒
均
費
用
（
週
冊
大
雑
誰
四
、
五
及
ぴ
六
月
筑
の
）
を
算
定
し
第
六
表
の

　
　
　
ー
　
　
　
　
離
（
2
）
．

　
　
如
く
＾
黎
昔
し
て
い
る
o

％
9
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
　
　
斗
　
　
蝶

国
’
昂
’
｝
泣
薗
弐
箇
さ
沃
驚
轟
庸
瞭
営
映
－
も
8
行
導
↓
岬
塞
罵
暗
理
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⑪

一
勿
竃
こ
れ
は
ク
ー
ポ
ソ
貢
舎
の
位
置
の
み
で
は
な
く
し
て
、
口
昔
一
般
の
位
置
の
詞
益
で
あ
る
淀
け
に
、
こ
の
賛
料
に
基
づ
き
直
ち
に
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ク
ー
ポ
ソ
ロ
告
の
位
置
付
は
で
き
簑
い
が
参
考
に
は
供
せ
よ
う
・
な
お
キ
ヤ
ソ
ペ
ル
・
ソ
ー
ブ
頁
と
は
サ
ク
デ
一
1
・
イ
ギ
昌
ソ
グ
・
ポ
ス

下
紙
に
キ
ヤ
・
ソ
ベ
ル
・
ソ
ー
ブ
臼
匝
が
い
つ
も
虞
昔
ス
ペ
ー
ス
を
指
定
し
て
い
た
位
超
で
物
謡
り
の
送
り
の
最
初
の
頁
を
冒
う
。
．
以
上
の

簑
で
明
咬
泳
如
く
、
竈
宕
の
卒
均
口
昔
£
の
低
下
を
示
す
位
置
は
キ
ヤ
ソ
ペ
ル
・
ソ
ー
ブ
位
置
と
な
る
。

　
キ
ヤ
ソ
ペ
ル
・
ソ
ー
ブ
位
置
の
研
究
と
蘭
蓮
々
し
て
、
グ
一
；
ル
・
ス
ク
ー
チ
博
士
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
ブ
百
分
率
の
研
究
が
あ
る
。
彼
は

｝
ぴ
物
の
前
、
中
間
及
ぴ
最
後
に
と
位
置
を
一
二
つ
に
分
け
、
一
四
四
の
廣
皆
か
ら
家
の
諸
事
項
を
測
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
止

　
　
　
　
位
竈
　
　
　
　
注
意
酉
分
卒
　
　
．
　
瑚
想
酉
分
事
　
　
　
　
巌
上
証
了
百
分
率

　
　
　
前
　
　
　
　
　
　
四
八
．
　
　
　
　
四
四
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
巾
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
後
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
　
　
円
一
　
　
　
　
　
　
　
一
一

で
也
る
。

　
家
に
位
置
は
右
頁
が
良
い
か
或
は
左
頁
で
あ
ろ
う
か
と
の
間
魑
が
考
察
さ
れ
よ
う
が
、
缶
研
究
家
に
ょ
り
意
見
は
腐
隠
で
閉
確
な
織
論

肚
見
脚
ぜ
な
い
。
從
つ
て
主
要
な
る
研
究
を
二
、
三
翻
介
す
る
に
止
め
る
。

　
ベ
ン
・
C
・
グ
ツ
フ
イ
②
竈
　
廣
沓
効
果
は
す
べ
て
廣
沓
頁
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
左
よ
り
布
頁
が
効
奥
的
で
あ
る
と

主
張
す
る
。
彼
は
之
を
読
明
す
る
に
、
二
、
一
血
二
の
廣
背
か
ら
三
、
八
六
九
、
四
六
七
…
の
阿
答
を
榊
て
、
こ
れ
を
分
析
、
炎
鰯
し
た
ス
ク

ー
チ
樽
士
の
研
究
を
引
用
し
て
い
る
。
．
從
つ
て
ク
。
ー
ボ
ソ
廣
侍
も
有
側
が
良
い
と
し
、
蒲
し
こ
れ
が
左
働
に
あ
れ
ぱ
内
側
に
ク
ー
ボ
ソ
が

位
置
し
、
問
い
合
せ
は
着
る
し
く
汐
少
ナ
る
と
主
磯
す
る
。

　
口
告
の
中
に
は
種
パ
な
憂
素
が
入
つ
て
い
る
か
ら
、
右
頁
は
廣
皆
効
果
を
い
か
ほ
ど
塙
加
す
み
か
と
い
う
こ
と
を
は
つ
き
り
言
い
切
る

、
7
59



㎜

■
。
の
ば
讐
し
い
が
、
多
く
の
讐
合
右
頁
は
左
貫
よ
り
臼
」
0
7
以
上
は
拍
カ
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
○
着
し
左
が
右
よ
O
幼
果
を
8
げ
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刃

が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
は
口
告
の
劃
抗
頁
に
特
別
な
記
ζ
が
の
つ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
一
か
く
し
て
金
口
昔
の
卒
均
は
有
頁
が
一
般
的
に
よ
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
誰
（
3
）

い
請
果
，
た
生
む
も
の
．
で
あ
る
と
読
明
す
る
。

　
■
あ
邑
－
o
匂
■
ざ
9
ざ
｛
d
ま
き
3
山
青
②
け
寛
　
こ
の
大
學
は
廣
昔
ク
ー
ボ
ン
の
同
牧
量
の
研
究
で
帯
名
な
も
ー
の
で
、
約
コ
不
年
側
も

研
究
を
繕
叔
し
て
い
る
。
そ
の
諸
巣
涜
頁
よ
り
右
頁
は
平
均
一
〇
完
ほ
ど
効
果
的
で
、
雑
誰
の
飾
部
は
後
榔
よ
り
も
灼
…
O
，
％
優
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
鮎
＾
4
）

る
と
報
舎
一
し
て
い
る
o

　
ホ
ワ
ー
ド
・
ニ
ツ
ク
ソ
ン
の
湿
　
九
ケ
月
棚
に
薪
聞
鱗
識
着
四
、
閉
O
O
名
を
調
査
封
衆
と
し
賞
験
、
謁
蚕
し
た
締
果
、
誠
新
の
四
分
の

三
．
＾
醐
ち
三
、
O
ニ
ニ
名
）
依
左
頁
に
注
意
を
換
越
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
｝
彼
は
こ
れ
は
新
螂
の
ク
プ
ロ
イ
ド
版
及
ぴ
榛
準
規
柵
版
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挑
（
5
）

い
て
も
言
え
る
こ
と
で
そ
の
間
に
殆
ど
藷
異
は
な
い
と
就
閉
す
る
。

　
ハ
0
ル
ド
・
J
・
一
〃
ド
ル
フ
⑭
湿
　
彼
は
八
七
三
磁
の
雑
誌
か
ら
間
い
合
せ
二
百
萬
を
分
折
し
、
左
側
は
為
側
よ
り
三
％
効
巣
的
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。
殊
に
ダ
昌
エ
ル
・
ス
ク
。
ー
チ
博
士
の
叩
－
ダ
ー
シ
ツ
ブ
指
籔
（
サ
ク
デ
イ
・
イ
ダ
畠
．
ン
グ
・
ボ
ス
ト
の
中
二
、
汎
O
O
の
贋

告
か
ら
算
蝸
し
た
も
の
）
ぼ
菰
頁
は
左
頁
よ
り
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
諭
誰
し
て
い
る
が
、
こ
の
指
籔
は
他
の
諸
要
繁
の
影
蟹
を
毯
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
雌
（
6
）
　
　
　
一
．

受
け
て
い
る
か
ら
誤
り
で
あ
る
、
と
詰
論
を
下
し
て
い
る
。
I
　
　
　
　
　
l

　
更
に
或
る
研
究
家
は
三
ケ
年
の
テ
ス
ト
の
繍
果
、
廣
沓
倣
趨
に
は
何
等
闘
係
は
な
く
、
廣
皆
勃
果
を
期
す
る
に
は
左
で
も
右
貫
で
も
な

い
と
競
明
す
る
。
ま
た
こ
の
裏
付
と
な
る
論
讃
と
し
て
廣
昔
調
査
則
副
（
ト
ら
さ
ユ
巨
目
困
労
⑭
8
胃
争
句
o
白
口
旨
9
g
）
の
、
．
H
ξ
o
o
g
旨
ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舵
（
7
）

⑰
音
身
g
冒
o
く
岩
ξ
彗
目
㊦
邑
｝
ビ
岬
．
．
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
左
頁
、
・
布
頁
と
の
葭
別
は
殆
ど
な
い
ぱ
か
り
か
、
男
栓
、
女
性
の
性
別

も
見
閉
せ
な
い
と
な
り
て
い
る
。
た
」
讐
男
性
、
一
女
性
内
の
廣
沓
注
意
の
甫
分
率
だ
け
は
女
性
の
方
が
左
、
右
を
逓
じ
絢
一
〇
％
の
商
率
を

示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



　
以
上
に
よ
り
ク
ー
ポ
ン
廣
昔
の
媒
胴
に
於
け
る
位
置
を
概
観
し
て
き
た
が
、
次
に
廣
皆
の
い
か
な
る
個
所
に
ク
ー
ポ
ソ
（
廣
省
一
箪
位
）

を
配
置
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
｝
概
し
て
久
ー
ボ
ン
の
位
置
は
誠
着
が
切
取
り
易
い
よ
う
に
右
頁
で
あ
れ
ぱ

右
上
か
右
下
、
左
頁
で
あ
れ
ば
左
上
或
い
は
左
下
と
な
ろ
う
。
．
ま
た
こ
の
こ
七
に
闘
し
て
も
異
論
が
あ
る
が
そ
の
群
紬
．
は
「
ク
ー
ポ
ソ
固

吸
の
埼
加
方
法
」
に
お
い
て
読
明
す
る
。
．

誰
（
1
）

甜
＾
2
）

誰
（
3
）

陛
（
4
）
一

誰
（
5
）

離
（
6
）

碓
（
7
）

．
　
－新
口
と
口
告
｝
六
谷
竈
六
口
十
九
頁

霊
8
．
o
．
冒
貴
ξ
■
算
o
；
寒
童
一
g
昌
竃
a
ぎ
．
．
掌
こ
9
昌
；
｝
目
募
9
ξ
9
一
二
§
；
・
－
き

新
口
と
賞
省
箏
夫
雀
箏
夫
〇
十
九
頁
　
　
■
　
　
．
　
　
　
　
　
、
　
　
　
■
　
　
　
　
　
．
　
■
　
　
■

．
臼
ポ
ε
日
一
目
旨
o
’
↓
8
｝
a
司
篶
ε
胃
g
6
8
◎
畠
書
冒
8
留
－
8
旨
彗
｝
9
繧
．
｝
｝
巨
ε
3
、
旨
ぎ
＞
ε
．
．
岩
－
竃
9
，
舳
p

ω
■
5
■
量
p
8
●
o
■
目
o
8
“
司
o
げ
．
－
．
－
o
o
9
軍
岩
o
・

雰
貝
峯
．
雷
■
o
日
8
1
、
、
｝
春
g
ざ
①
〉
o
く
8
己
o
ぎ
掌
．
．
－
o
ム
9
甲
8
－
・

婁
尋
．
一
雰
o
■
8
、
－
σ
ζ
・

言
－
　
ク
ー
ボ
ソ
の
＾
口
理
法

m
　
回
牧
ク
ー
ポ
ソ
を
責
上
塙
加
の
間
題
に
誘
靱
す
る
に
は
そ
の
常
を
得
た
瞳
理
渋
が
必
要
と
な
る
。

贋
昔
主
は
ク
ー
ボ
ソ
回
牧
に
嘗
り
、
政
ち
二
代
償
物
（
識
求
物
）
を
邊
附
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
一
九
三
一
年
に
行
つ
た
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唯
（
1
）

よ
れ
ぽ
七
・
三
％
の
廣
昔
主
は
諦
求
物
の
邊
附
を
怠
り
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
す
最
近
の
倒
壷
に
よ
れ
ぱ
こ
れ
が
一
■
以
下
に
な
つ
て
い

　
　
　
　
畦
＾
2
）

る
模
蟹
で
あ
る
。
個
人
的
研
究
と
。
し
て
P
・
■
H
二
i
ル
ペ
ス
氏
の
も
の
が
あ
る
が
、
彼
は
二
一
三
の
口
告
か
ら
ク
ー
ポ
ソ
を
切
抜
｛
、
そ
の

959



㎜
竈
違
日
．
と
請
求
物
入
チ
の
日
を
比
籔
、
捻
討
し
、
そ
れ
を
麦
に
示
し
て
い
る
。
な
お
彼
の
投
o
先
は
シ
カ
ゴ
で
あ
ち
（
第
七
表
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
　
　
土
．
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
1
哉
、
帖
團
匝
～
蟄
湯
書
漫
同
回
～
θ
塞
頴

蜘

　
嵩
　
　
　
　
亀

　
　
、
○
巨
8
8

～
凹
o
罵
ざ
o
o
固
g

竃
竃
昌
o
ミ
o
g
簑

呂
o
｛
o
目
蜆
冨
ヨ
o

2
o
｛
■
g
斤
g
ξ

爵
2
※
む
・

あ
g
亭

　
　
．
屋
瞭
．

　
　
　
岩

　
　
　
－

一
　
　
　
曽

　
　
　
5
’

　
　
　
8

　
　
　
旨

　
　
　
＾

　
　
，
川
樽

糞
黒
虞
回
曝
　
　
　
　
誰

李
．
　
　
令

益

　
－
ざ

　
ム
～
－

　
蟹
①

　
－
含

　
き
①

　
蟹
ω

　
“
．
o

－
一
宗
H

8量．鴉8窒竃Nり蔦

Ni｝～｛α～ooω

〇
一
8

一
〇
一
㎝

旨
．
旨

－
一
一
8

－
ド
岩

量
一
g

旨
一
8

■
．
o
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
讐
・
r
：
…
：
マ
壮
㌧
帯
爵
く
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
※
…
…
｝
ロ
ー
凹
1
、
・
へ
＼
、
“
＼
7
～
罫
〈

　
こ
れ
に
ょ
れ
ぱ
ク
ー
ボ
ソ
麻
要
日
ほ
は
耳
均
一
二
日
で
最
も
漣
い
場
含
は
．
五
二
日
、
早
い
場
合
は
二
日
で
講
求
物
を
受
取
る
こ
と
に
な

る
。
頁
に
こ
の
研
究
で
有
名
な
も
の
に
匂
－
＆
亀
ざ
■
峯
｛
g
；
の
調
査
が
禦
げ
ら
れ
る
（
冒
書
§
卓
句
H
＆
薯
ざ
－
’
．
－
ζ
．
。
｛
庁
巨

序
O
0
9
り
◎
昌
】
W
S
口
①
司
ξ
一
、
＞
包
き
呈
蔓
目
0
『
倶
目
包
蟹
旨
目
蜆
”
ト
冒
箏
塞
一
畠
ω
串
字
蟹
）
。
　
・

　
ク
ー
ボ
ソ
を
切
抜
き
、
邊
附
す
る
心
理
的
滋
脊
性
は
．
O
暮
ざ
9
｛
撃
艮
書
や
勾
；
冨
－
尾
8
斤
の
場
合
を
除
き
、
少
く
と
も
購
貫
の

口
心
に
田
係
す
る
以
上
、
贋
肯
者
は
穏
λ
な
詰
事
階
を
捧
し
て
も
諮
求
物
を
至
急
邊
附
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
．
ク
ー
ボ
y
邊
附
後
四
、

五
十
圧
を
逗
て
請
求
物
を
受
け
て
も
、
諦
求
詩
の
膿
口
肥
心
は
金
く
む
ら
ぐ
か
或
い
は
他
ρ
も
の
に
よ
り
浦
足
を
E
え
た
負
で
あ
ろ
う
。

讐
つ
て
請
求
衣
銘
早
急
に
途
附
す
る
こ
と
が
販
寅
勤
果
に
役
立
つ
以
上
、
。
廣
昔
主
は
こ
の
貼
に
留
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。



．
淡
（
1
）
」
ρ
雪
留
邑
ε
9
吾
一
P
一
・
．
■
～
2
婁
一
昌
一
」
冒
8
蔓
竃
o
句
－
o
＆
8
一
．
．
冒
9
胃
o
P
－
ヨ
亘
H
篶
・
二
ε
o
・
o
・
S
｛
・

箕
2
）
O
．
雪
ω
8
患
軍
事
P
一
冒
竃
・

……

四

、
回
牧
量
と
飯
貿
高
と
の
門
係

　
ク
ー
ボ
ソ
淡
の
目
的
は
ク
ー
ボ
ソ
返
邊
量
に
基
づ
き
廣
歯
の
訴
求
度
を
検
討
し
、
訴
求
効
奥
を
測
定
す
る
も
の
で
、
ク
ー
ボ
ソ
淡
に
ょ

る
圃
牧
盤
の
珊
加
を
政
ち
に
阪
費
商
の
比
例
的
掛
加
と
推
定
す
る
の
は
、
回
牧
に
伜
う
諮
要
困
、
螂
ち
季
節
、
天
候
の
及
ぼ
す
膨
靱
、
琳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

件
の
影
蟹
、
ク
ー
ボ
ン
の
位
置
、
ク
ー
．
ボ
ソ
・
オ
フ
ァ
ー
の
性
質
、
廣
昔
商
品
の
顧
類
別
等
と
の
闘
係
が
あ
る
だ
け
に
間
棚
が
残
さ
れ
て

い
る
。

　
燃
し
ク
ー
ボ
ソ
回
牧
姓
が
畷
加
す
れ
は
、
販
費
商
は
蛸
加
す
る
も
の
と
一
般
的
に
逝
識
に
な
つ
て
い
る
。
ジ
ョ
ソ
・
ヶ
ー
プ
ル
氏
は
「
岐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
（
1
）

も
多
く
．
の
回
答
を
齋
た
ら
す
廣
昔
は
、
通
常
最
商
の
販
費
商
を
榊
る
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
ジ
ー
ル
ラ
ツ
プ
氏
は
「
販
吏
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
睦
（
2
）

る
能
カ
の
珊
強
を
同
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
は
総
ぺ
て
、
必
す
や
回
牧
を
柵
加
す
べ
き
能
力
を
塙
強
す
る
」
と
緒
断
し
て
い
る
。
ク
ー

ポ
ン
渋
は
戸
ピ
ー
訴
求
効
果
の
比
較
に
の
み
役
立
つ
と
読
え
る
者
は
ク
ー
ボ
ン
回
牧
批
と
費
上
商
と
の
研
究
は
凡
そ
無
意
昧
で
あ
る
と
主

一
猫
し
ク
ー
ボ
ソ
研
究
を
訴
求
効
果
の
比
較
測
定
ま
で
と
す
る
。
．
ま
た
回
牧
量
と
費
上
高
と
の
關
係
を
も
ク
ー
ボ
ソ
研
究
の
領
域
と
し
、
傾
．

向
率
の
憂
見
に
務
め
る
研
究
．
家
も
見
出
さ
れ
る
。

　
こ
の
研
究
に
は
－
昌
弩
屋
昌
◎
g
－
o
o
昌
魯
弓
g
ま
甘
8
⑰
艮
8
冒
め
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
の
賓
料
で
回
牧
最
と
費
上
商
の

概
揺
化
、
法
則
化
は
勿
論
、
傾
向
率
の
導
咄
等
は
厳
に
戒
め
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
く
と
も
こ
れ
が
專
賞
の
一
都
で
あ
る
こ
と
に
は

闇
遵
い
な
い
。

　
H
．
o
・
囮
一
の
研
究
に
ょ
れ
ほ
家
表
＾
第
八
表
）
の
如
く
で
あ
る
。

州



㎜

　
　
　
　
　
嵩
　
　
＞
　
　
濃

国
涛
｝
N
濁
胆
事
叶
θ
豊
頚
（
H
．

〇
一
ω
蟹
潮
）

雌

黒

暗
　
　
　
　
国

一
胃
｝
漬
鳶

濁
ほ
軍
ヨ
　
窓

鉋向一b＞o〇一〇司

　一
一　1一

岩ooo“o伽｛．ω～1一

　　　　　　　　　　　　　■　　1　　　　　　　　　　　　山　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　‘　’　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　■　　」　　　　　　　　　‘　　ユ　　　　　　　　’　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　．　　　　　　　’＝　　　　　　一　　　　　‘　I　　　一　　　　一　1　　■　　　1　　’　　　1　　一　　■■　　　一　　一　　’　一　■
1　　1ユー

－へω｝．
①
　
・

→⑭ω岩N

　
こ
の
比
藪
は
固
牧
量
を
ア
ド
・
コ
ス
・
『
に
算
定
し
、
順
位
を
決
定
し
た
も
の
で
、
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
同
牧
掃
と
販
寳
高
の
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

を
可
放
り
明
瞭
に
読
明
し
て
い
る
。
例
外
の
亘
は
固
牧
量
は
一
位
に
も
拘
ら
す
、
販
賞
商
が
九
位
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
敵
明
し
て
パ
ゥ
ル
・

バ
ー
レ
ツ
ト
氏
は
こ
の
不
釣
衡
の
理
由
に
菩
し
む
が
、
。
H
贋
皆
の
齋
ら
し
た
回
答
者
の
質
に
基
困
し
よ
う
と
遠
べ
て
い
る
穰
で
あ
る
。
こ

．
の
こ
と
か
ら
更
に
H
呈
ま
｛
H
㊦
9
は
完
金
な
も
の
で
は
な
く
、
個
人
的
剣
断
に
依
符
す
る
と
こ
ろ
が
多
分
に
あ
る
と
の
解
爆
も
免
れ
な

い
。
碇
つ
て
贋
告
主
は
冒
o
壱
o
9
や
9
㌣
サ
o
｛
o
9
へ
の
ク
ー
ポ
ソ
廣
昔
の
提
示
と
彼
等
か
ら
の
回
牧
母
の
關
係
に
留
意
し
な
い
隈
，



回
収
凸
と
版
竈
商
と
の
竈
係
の
考
察
は
撫
意
味
に
な
ろ
う
。
ま
た
す
◎
o
電
g
と
目
含
4
｝
色
宅
享
の
隈
界
が
殆
ど
困
憶
で
あ
る
淀
け
に
、

貞
る
研
究
家
は
ク
ー
ポ
ン
湊
は
贋
合
訴
求
勃
果
の
比
較
、
稔
制
の
み
に
彼
立
つ
も
の
で
、
駆
費
商
の
強
測
に
賓
料
を
擬
供
す
る
、
の
と
は

泣
ら
な
い
と
主
張
す
る
緒
鈴
に
な
る
め
で
あ
㌻
。
・

　
こ
れ
に
劃
す
る
箪
宕
の
児
蟹
は

　
ω
　
ク
ー
ボ
ン
湊
は
ク
ー
■
ボ
ソ
の
回
牧
量
に
基
づ
き
廣
告
の
訴
求
カ
を
比
籔
測
定
し
、
そ
の
比
嘆
倒
値
を
決
定
す
の
．
に
伎
立
つ
。
（
風
皆

　
　
の
内
包
的
研
究
）

　
②
　
ク
，
ボ
．
ツ
圃
教
量
と
頂
上
効
果
と
の
閑
係
は
回
牧
坦
が
4
く
λ
れ
｝
貰
上
も
塙
加
す
λ
一
傾
向
が
力
る
ど
い
う
關
係
で
そ
れ
が
比

　
　
例
酌
に
埼
加
を
齊
ら
す
と
は
断
言
し
得
汝
い
。
遍
憎
堕
貰
店
で
は
こ
の
關
係
を
或
る
建
度
迄
籔
理
化
で
き
よ
1
う
が
典
の
他
の
』
般
的

　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
販
費
に
は
殆
ど
期
待
醐
來
蛙
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
畦
（
1
）
　
O
o
芭
8
一
旨
｝
旨
一
．
．
↓
8
一
＆
■
“
さ
斗
ヨ
舳
曽
o
書
9
〇
一
．
．
邊
書
黒
『
俸
日
さ
亭
o
員
ネ
‘
．
－
溜
“
ヲ
ε
‘
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
’
　
　
　
　
　
・

　
葵
2
）
Q
o
旨
亀
ξ
ω
．
手
一
、
．
旨
“
．
o
望
ε
O
ε
8
巨
o
■
ぎ
篶
≧
｛
雪
一
旨
9
．
．
竃
＆
他
ヨ
⇒
8
旨
巨
ま
き
昌
9
畠
↓
9
巨
昼
鼻
岩
8
ら
釦

ク
ー
ボ
ソ
圃
収
の
瑠
加
方
法

．
心

　
．
前
迦
σ
如
ぐ
グ
ー
ボ
ン
の
国
牧
は
贋
皆
軌
果
の
測
定
に
役
立
っ
も
の
で
、
廣
巷
一
研
究
課
題
と
し
て
重
税
さ
れ
て
き
た
。
ヘ
プ
ナ
ー
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
一
一

加
3
、
づ
雲
順
噌
他
の
噌
雀
吉
隻
の
選
は
λ
る
が
に
義
朱
薯
韓
嚢
3
急
九
↓
責
上
の
圃
簑

．
竈
‘
碍
し
一
得
る
と
途
ぺ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
．
し
か
ら
ぼ
ク
ー
ポ
γ
．
’
口
音
を
行
う
に
営
以
一
后
の
ク
ー
ポ
ソ
固
段
々
錫
す
る
た
め
に
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■

る
方
良
が
と
ら
れ
谷
も
の
で
か
ろ
ヅ
か
“
以
下
ζ
肌
を
蟹
読
、
し
よ
う
0
．

㎜



m
　
H
　
ボ
ー
グ
ー
■
は
槍
函
恢
よ
り
殴
線
を

　
ク
ー
．
ポ
ソ
に
麟
線
が
あ
る
と
、
願
害
は
こ
の
こ
と
に
興
味
を
そ
そ
ぎ
、
注
意
を
惹
く
。
更
に
こ
の
顯
練
が
打
抜
に
な
ク
て
い
る
よ
う
な
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

印
象
を
興
え
れ
ぱ
、
一
暦
効
果
的
で
あ
る
に
遼
い
な
い
。
ま
た
こ
れ
が
筑
際
に
打
被
き
に
な
つ
て
い
れ
ぱ
中
分
な
い
。
．
ボ
ー
グ
ー
は
常
に
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

直
練
釣
で
あ
り
、
若
し
奇
妙
な
形
、
通
常
で
な
い
鮎
線
に
扱
っ
て
い
れ
ぱ
必
す
ヤ
ク
ー
ポ
ン
．
阿
牧
搬
の
滅
少
を
■
齊
ら
そ
う
。

　
⇔
　
帝
色
巷
よ
ぴ
失
印
を

　
薪
聞
廣
告
が
瀞
色
す
る
淀
け
・
で
も
、
そ
ゐ
廣
昔
効
果
は
掬
伽
す
る
も
の
と
貨
誼
的
に
説
閉
さ
れ
て
い
る
た
け
に
、
。
ク
ー
ポ
ン
の
榔
分
的

宕
色
は
そ
の
妙
ま
た
絶
無
の
も
の
が
あ
ろ
う
。
ま
た
ク
ト
ポ
ン
を
指
示
す
る
矢
即
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
杣
常
枇
心
理
的
効
果
が
瑚
持

｛
れ
よ
ケ
。

　
⇔
　
位
置
は
難
誌
で
ぼ
上
都
、
薪
闘
で
は
下
部

．
こ
れ
は
一
っ
の
動
果
か
ら
権
諭
し
た
傾
向
で
決
定
的
泌
も
。
の
で
は
狂
い
。
一
、
二
の
研
究
家
ぱ
上
部
或
は
下
榔
と
隈
定
…
…
來
・
る
性
質
の

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
’

も
の
で
は
汝
く
、
そ
の
間
に
養
異
肚
な
い
と
主
醜
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
頁
の
内
側
、
外
棚
の
…
…
魎
に
も
荒
え
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
ス
ク
ー
チ
博
士
の
「
五
百
萬
間
い
喬
せ
の
分
析
」
繍
果
に
よ
牝
ば
、
他
の
諮
條
件
が
等
．
し
け
牝
ぱ
艇
沓
の
上
部
の
ク
ー
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
（
1
）

．
ソ
は
下
部
似
も
の
よ
り
反
憾
度
が
高
く
、
そ
の
灰
瞳
比
牽
（
固
牧
比
率
）
は
玖
の
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
巾
央
上
部
一
八
O
、
外

雫
璽
O
O
・
鶴
下
碧
レ
・
九
・
奥
下
都
芙
二
こ
か
し
こ
窪
ポ
求
カ
か
ら
嚢
し
慮
苫
イ
ァ
ウ
ト
と
晶
係
し
て

い
る
故
に
一
簡
の
決
定
に
ば
危
瞼
で
あ
ろ
う
。
例
え
ぱ
理
薗
的
訴
求
力
を
傭
え
た
廣
沓
は
理
論
的
コ
ビ
ー
の
下
部
ス
ペ
ー
ス
に
ク
ー
ポ
ン

が
レ
イ
ア
ゥ
ト
さ
れ
る
か
ら
営
然
頁
下
に
な
ろ
う
。
贋
昔
主
は
ク
ー
ポ
ン
の
位
避
と
回
牧
最
の
指
籔
を
算
定
蝸
來
る
よ
う
常
に
諦
資
料
の

作
成
及
ぴ
ら
臓
が
必
罫
と
次
ろ
う
。
．

　
．
■
　
コ
ビ
イ
に
ク
ー
ポ
ソ
ロ
o
を

舳



㎜
　
需
要
箭
が
ク
ー
ボ
ン
を
途
付
す
る
の
は
ク
ー
ボ
ン
債
徴
を
承
認
す
る
か
ら
で
あ
り
、
推
つ
て
コ
ビ
ィ
巾
に
「
ク
ー
ポ
ン
御
途
り
の
カ
に

X
X
を
藩
上
げ
ま
す
」
と
閉
示
し
た
方
が
良
い
。
ま
た
こ
の
識
㎜
文
が
ク
ー
ポ
ン
・
ボ
ー
タ
ー
に
近
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
　
ク
ー
ボ
ン
中
に
廣
杵
主
の
名
総
止
途
付
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
ク
ー
ボ
ソ
を
切
取
つ
て
も
直
ち
に
途
附
す
る
と
は
隈
ら
な
い
。
か
り
に
月
刊
雑
誌
リ
ス
せ
ボ
リ
モ
ン
に
例
を
見
る
と
、
ノ
ー
ポ
ン
腕
背

後
の
ク
ー
ポ
ン
阿
牧
耐
分
率
は
三
日
H
四
％
、
六
日
旧
一
〇
％
、
一
週
…
…
阿
二
四
％
、
三
遡
．
閉
日
三
六
％
、
一
ケ
月
N
㎜
九
％
、
ニ
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
（
2
）

目
七
一
％
三
ヶ
月
同
八
一
％
、
六
ケ
月
同
九
二
％
と
な
つ
て
い
る
。
推
つ
て
切
抜
い
た
ク
ー
．
ホ
ソ
を
途
附
す
る
場
合
（
利
併
螂
㎜
後
）
廠

肯
主
の
名
、
稻
及
ぴ
塗
附
先
が
ク
ー
ボ
ソ
中
に
閉
記
さ
れ
て
い
な
い
と
、
可
破
り
わ
す
ら
わ
し
さ
を
感
じ
、
こ
れ
が
m
牧
批
に
彬
轡
を
及
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挑
（
3
）

す
。
廣
杵
主
が
ク
i
ボ
／
中
に
途
付
先
の
名
絡
及
ぴ
炊
析
を
除
い
た
場
く
n
に
は
約
三
〇
％
の
州
牧
姐
の
低
滅
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
㈱
　
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

」
ク
ー
ボ
ソ
を
廣
背
蝋
伐
と
し
て
考
察
す
る
あ
ま
り
、
臓
徐
の
立
場
か
ら
す
る
必
．
災
條
件
を
秋
く
場
く
H
が
多
い
。
そ
の
一
つ
と
し
て
ク
ー

ポ
ン
中
の
必
要
事
．
狽
の
記
入
ス
ペ
ー
ス
を
少
な
く
し
て
し
ま
う
場
令
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ク
i
ポ
ン
棚
究
に
よ
れ
ぱ
大
㈱
五
％
1
二
五

％
程
度
記
入
に
困
難
を
感
す
る
ク
ー
ボ
ン
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
廣
杵
主
の
棚
遺
す
べ
ま
賊
で
あ
る
。

　
㈹
　
ク
i
ボ
ン
に
滅
儒
を
り
て
る
．

　
ク
ー
ポ
ソ
に
隈
ら
す
、
す
べ
て
の
廣
背
に
は
威
偏
、
威
光
、
勢
戚
を
つ
け
る
こ
と
が
緊
嘆
で
あ
る
。
例
え
ぱ
ク
ー
ポ
ソ
中
に
ク
ー
ボ
ン

回
答
に
剥
し
有
名
人
の
排
い
た
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
（
X
X
・
博
士
著
「
去
瑚
中
の
保
碗
法
」
）
を
途
る
粁
を
訴
求
す
れ
ば
、
こ
れ
が
ク
ー
ボ
ン
廠

昔
に
戚
光
な
加
え
、
ク
ー
ポ
ソ
の
阿
牧
銑
に
樹
燃
影
蟹
を
及
ぽ
す
。

　
㈹
　
郵
便
諸
法
規
の
研
究

　
同
牧
ク
ー
楽
ソ
の
大
を
さ
に
隈
定
が
あ
る
の
で
、
、
郵
便
諸
法
規
に
基
づ
き
決
走
し
、
爾
後
の
紛
箏
に
懸
念
な
き
よ
う
配
慮
す
る
。

蜥



1㎜

　
㈹
　
廣
昔
効
果
測
定
に
便
利
．
な
キ
イ
決
定

　
一
難
瑚
脚
内
に
二
、
三
の
ク
ー
ポ
ン
附
廣
稗
を
行
え
ば
、
各
廣
昔
ク
ー
ボ
ン
毎
に
特
徴
が
な
い
場
合
そ
の
固
牧
整
理
は
不
可
能
と
な
ろ

う
』
彼
っ
て
魔
肯
主
ば
廣
沓
毎
に
ク
i
ボ
ン
途
附
先
の
係
の
襲
更
、
郵
便
受
繭
播
號
の
墾
史
、
作
朋
鑓
吏
、
諦
求
物
襲
更
等
に
よ
り
熾
竹

媒
糧
を
風
州
一
す
る
。

　
㈹
　
ク
ー
ボ
ソ
代
倣
物
ば
兇
本
が
虻
趣

・
、
ク
ー
ポ
ン
を
遺
鮒
す
る
以
上
、
ク
ー
ボ
！
阿
答
新
は
戯
背
主
の
返
途
物
に
闘
心
を
抱
く
。
ク
ー
ボ
ン
の
阿
答
に
製
す
る
瞬
松
永
池
訟
物

の
碗
類
に
よ
り
、
そ
の
阿
牧
は
可
破
り
の
影
饗
を
受
け
る
。
ス
タ
ー
チ
博
十
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、

　
　
種
類
別
（
返
途
品
一
　
　
　
　
同
牧
比
率

　
　
商
・
晶
見
木
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
・
二

　
　
諭
　
　
明
　
　
醤
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
七
・
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
小
搬
丁
　
　
　
一
〇
〇
・
○

　
　
他
の
ノ
ペ
ル
テ
．
、
1
　
　
　
　
　
　
　
1
八
六
・
岬

　
　
放
扱
業
訴
の
名
、
構
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
・
三

　
　
特
殊
サ
ー
ヅ
4
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
州
・
．
一

　
　
　
　
挑
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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と
扱
つ
て
い
る
。
こ
牝
は
彼
が
三
、
O
O
O
以
上
の
臓
背
か
ら
の
約
岬
百
萬
の
阿
牧
ク
ー
ポ
ン
に
娃
づ
き
川
牧
比
綿
を
軌
…
川
し
た
も
の
で

あ
る
o
　
・

　
帥
　
圃
答
箭
の
貨
癖
を
除
く

　
同
答
者
の
羅
榔
的
魚
搾
の
擁
除
を
考
慮
し
、
郵
腿
料
廣
舟
主
負
撮
、
郵
便
物
無
償
搬
供
等
と
…
…
來
仙
る
隈
り
惹
を
搬
う
べ
き
も
の
で
あ

螂



る
。
向
葛
θ
o
o
老
§
と
o
ぎ
轟
o
o
g
宅
口
と
の
ク
ー
ボ
ン
阿
牧
比
率
は
前
新
は
後
新
、
の
二
借
と
な
つ
て
い
る
。

　
ク
ー
ボ
ン
研
究
は
殆
ど
我
が
国
に
於
て
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
訣
料
を
ア
メ
ヅ
カ
に
求
め
た
の
で
、
附
ち
に
我
が
國
に
於
け
る
ク
ー

ボ
ソ
付
き
贋
昔
の
ク
ー
ポ
ン
回
牧
埼
加
の
諮
方
淡
と
し
て
十
一
項
N
を
利
川
す
る
の
は
常
を
榊
な
い
場
命
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
一
定
の

基
準
は
論
明
し
得
た
も
の
と
恩
う
。
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．
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8
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§
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≧
く
9
春
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竃
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旨
目
9
害
“
皐
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～
；
．
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．

　
謹
（
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雪
尋
・
曽
■
、
目
o
“
．
．
b
日
o
g
ぞ
o
ト
o
さ
ユ
ζ
目
9
、
．
軍
蟹
－
．
岩
毒
・

　
誰
（
4
）
　
望
篭
g
｛
d
冒
冨
一
旨
軍
〇
一
轟
一

未
　
ク
ー
ボ
ン
法
の
測
定
仮
値

㎜
■

　
ク
ー
ボ
ン
渋
は
廣
一
背
主
が
行
つ
た
ク
ー
ボ
ン
附
贋
推
n
の
ク
ー
ポ
ソ
固
牧
虻
に
撫
づ
き
、
こ
れ
を
比
較
、
検
討
し
、
固
牧
柵
…
、
脚
牧
比
雑

ク
ー
素
ソ
廣
肯
卒
均
費
用
等
か
ら
訴
求
効
果
則
ち
廠
甘
の
内
他
的
効
果
な
洲
定
す
る
一
方
淡
で
あ
る
だ
け
に
、
若
し
訴
求
効
果
㎜
贋
杵
の

震
沸
的
効
果
と
解
譲
す
る
と
磁
λ
閉
魑
が
生
．
す
る
わ
，
け
で
あ
る
。
理
在
の
贋
沓
劫
果
に
闘
す
る
研
究
は
心
理
的
効
火
の
研
究
が
主
嗣
で
膵

昔
の
も
つ
経
滞
的
効
果
性
の
研
究
が
比
較
的
に
滋
瀞
し
て
い
る
の
は
蝋
焚
締
果
に
膨
轡
す
る
ソ
ァ
ク
ク
ー
の
徴
難
性
が
班
困
す
る
か
ら
で

あ
る
。
蕨
昔
と
飯
■
質
満
果
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
久
、
た
と
え
そ
の
指
藪
を
得
て
も
そ
れ
ば
殆
ど
無
意
昧
な
も
の
で
、
販
班
舗
果
に
は
戯

告
の
他
に
駆
費
擬
構
の
改
良
、
商
品
傲
格
の
襲
更
、
品
質
の
改
良
、
サ
ー
ヅ
イ
ス
の
改
善
、
從
薬
貝
の
渦
動
、
消
炎
許
の
鱗
川
以
力
の
塑
化

そ
の
他
等
の
轟
済
的
諸
像
件
と
衡
就
及
ぴ
傲
留
の
如
き
肚
禽
的
講
棟
件
が
要
困
と
な
っ
て
影
轡
を
及
ぽ
す
以
上
、
こ
れ
を
帆
ち
に
旗
杵
毅

と
田
蓮
せ
し
め
る
こ
と
は
危
陰
で
あ
る
。
勿
論
各
フ
ア
ク
タ
ー
似
諦
翻
な
計
銑
化
が
今
後
の
廣
昔
研
究
に
慶
さ
牝
た
璽
大
な
間
魑
と
は
な
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ろ
う
が
、
現
在
の
炊
態
で
ぼ
こ
の
頓
域
の
研
究
ぼ
猟
ど
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
從
っ
て
訴
求
効
果
を
贋
歯
の
握
済
榊
効
果
（
梵
，
上
高
の
坤

施
）
に
瞭
ち
に
闘
係
せ
し
め
る
こ
と
は
凡
そ
意
昧
の
な
い
こ
と
で
あ
る
o

　
然
し
郵
邊
廠
一
紫
及
び
ク
ー
ボ
ソ
血
炊
背
等
で
概
葉
を
行
つ
て
い
る
逓
傭
販
榊
ハ
店
な
ど
ぱ
廠
∵
背
の
も
つ
訴
求
効
果
＾
ク
ー
ポ
ソ
の
返
懇
銚
）

と
轟
沸
他
効
果
（
講
求
物
に
雄
づ
く
詩
文
北
）
の
囎
連
を
艶
魏
化
。
で
き
得
よ
う
。
こ
の
意
昧
に
於
て
ク
ー
ポ
ン
の
心
瑚
的
効
某
の
測
定
（
廣

昔
時
期
の
良
．
否
、
瞭
肯
の
大
き
さ
・
位
赴
・
沸
色
・
期
…
…
等
の
．
尺
否
、
訴
求
鑓
化
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
滋
否
、
篤
楓
・
輪
等
の
挿
入
の
効
果
枕
、

コ
ピ
ー
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
兇
州
し
等
の
訴
求
度
め
濁
定
）
が
紙
桝
的
劾
一
果
を
或
る
綿
一
度
ば
換
測
し
得
る
と
胃
え
よ
う
o
し
か
し
こ
の
研
究
も

今
後
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
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